










はじめに 

 先天奇形の Monitoring に際し,その奇形の有無の診断の上で過剰診断しやすい変形につ

き,検討を加えてみたので,研究報告とする。 

 この変形 Deformation は奇形とは似て非なるもので,出生直後の児に認められるもので

あり,Congenital Postural Deformity とも称されている。 

 先ず,Deformation の概念を述べると,諸器官が正常に出来上ってから,即ち胎生後期に

子宮内における強制姿勢により胎児に生じた外表の形態異常であり,出生直後の児に認め

られる。従って,奇形と一見みちがえることもあるが,全く別個のものであり,その予後は良

好であり,数ヶ月の放置で自然に正常に復する。すなわち,出産を契機に子宮という鋳型内

での強制姿勢や異常な圧力から解放されるので,自然に回復してくる。図 1はその成因を図

示した。 

 そこで我々は実際に新生児を対象として,Deformation を観察してみた。 


